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久万美メッセの企画・構成

参加までの経緯

町立久万美術館の紹介

久万美メッセ「流動」について

展覧会の広がり
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企画・構成
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参加までの経緯

2024年に久万高原町にある町立久万美術館と面河山岳博物館でワークショップを実施する機会をいただき、そのつながりから久
万美メッセにお声がけいただいた。



企画・構成
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町立久万美術館の紹介

久万美メッセ「流動」について

町立久万美術館 学芸員・本田李璃子さんよりご紹介（別スライド）



企画・構成
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展覧会の構成

参加作家

屋宜久美子

美術家。沖縄県生まれ、愛媛県在住。2010年東京藝術大学大学院美術研究科博士後期課程修了。

現在愛媛大学教育学部准教授。

参加メンバー（14名）

宇治郷 もも/ 榎 美晴/ 繁光 琉悟/ 武田 京子/ 髙橋 航太/ 林 桜子/ 前田 清葉/ 渡邉 涼香/竹中 瑞希

（愛媛大学 学生）

河野 亜美/ 勝間田 亜美/ 平井 晴樹/ 松本 紗絵子/ 髙橋 花歩（小学校・中学校・高校等学校教諭） 



企画・構成
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展覧会の構成
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３部構成

・屋宜の作品：水の流れや動きを取り込み「記憶の循環」「環境への適応」「境界」をテーマに制作。
・参加メンバー14名の作品：それぞれの表現を生かしながら、学校で使われてきた机や椅子を共通要素として展示全体がひとつの
作品としても見える構成。

・美術館コレクション：「水の表現」に関わる作品を選び、今回の作品群とつなげて展示。
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制作の変遷と展示作品
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制作の変遷

水と主題の関わり

展示構成

展覧会の広がり



制作
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制作の変遷

わすれもの
2004年

そこにあるもの
2005年

葬華ー誕華
2008年







制作
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水と主題の関わり

水の動きを意識した制作から、水そのものへ関心が広がっていった



Resilience No.9
2025年



制作
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展示構成：屋宜の作品



Resilience No.10
2025年

飛去ー飛来
2023年



そこにあるもの
2026年再構成





制作
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展示構成：参加メンバー（14名）の作品

展示台として久万高原町の小学校・中学校から机を借用し、作家の希望を踏まえて作品のイメージに合う机を選定した。



上善若水
2026年
髙橋花歩

ぽたぽたじわっ〜生まれた生きもの〜
2026年
河野亜美

ピースピースと啼き、その先は？
2026年
髙橋航太



One sheepTwo sleep
2026年

松本紗絵子

イマジナティブガール
2026年

宇治郷もも

ある物語
2026年
林桜子



きおくのひずみ
2026年
渡邉涼香

水の地図Ⅰ〜Ⅵ
2026年

勝間田亜海

にん人
2026年
武田京子



ふたたび
2026年再構成

榎美晴

染み込む
2026年
繁光琉悟

この瞬間だけ
2026年
前田清葉



溢れる、表す、私は描く。
2026年
竹中瑞希

先生の授業は睡眠導入剤
2026年
平井晴樹



制作
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展示構成：町立久万美術館のコレクション



企画・構成
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展覧会の広がり：作品 ×俳句

『雫』掲載ページ
町立久万美術館のコレクションや展覧会作品の写真を題材に、読者が俳句を詠み投稿する企画。選句が誌面に掲載され、さらに学
芸員2名が各1句を選び、作品と俳句についてコメントを寄せている。



『100年俳句計画』掲載ページ
本展で行われた吟行会の様子を、参加者の俳句とともに紹介。
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ワークショップの企画・実践
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